
フィルム

土壌消毒を安全に !

→
ビンの内部にクロ
ルピクリンを入れ
た缶を置き、フィ
ルムで覆う。缶の
外に漏れ出たガス
の濃度を測定。

→
0.03㎜厚農ポリ（Ｐ
Ｅ）と、ハイバリア
ー0.02㎜厚を同時に
展張し、マルチフィ
ルム内のクロルピク
リン濃度を測定。

※徳島県立農林水産総合技術支援センター農業研究所　22年度データ

写真２　 写真１　

岩谷マテリアル株式会社　合成樹脂本部　産業資材グループ

部長　　西
にし

端
ばた

　孝
たか

仁
ひと

難透過性フィルム

「  　　　　　」の実力
～土壌消毒剤の削減と効果もアップ、環境にも配慮～
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第２図 「ハイバリアー」とポリエチレンフィルムとによる
クロルピクリンのフィルム内部濃度の測定データ
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フィルム内の濃度が高い

　

ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
や
、
Ｄ
Ｄ
剤
な
ど
を
使

用
し
て
土
壌
消
毒
を
行
う
際
に
は
、
農
ポ
リ

（
Ｐ
Ｅ
）
や
、
農
ビ
（
Ｐ
Ｖ
Ｃ
）
を
使
っ
て

被
覆
す
る
方
が
大
半
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
従
来
の
被
覆
資
材
は
ガ
ス
バ

リ
ア
ー
性
能
が
非
常
に
低
く
、
高
価
な
薬
剤

の
多
く
が
大
気
中
に
揮
散
し
て
し
ま
っ
て
い

る
の
が
実
情
で
す
。
ま
た
、
長
年
の
連
作
に

よ
り
、
消
毒
剤
の
効
果
が
得
に
く
く
な
っ
て

い
る
圃ほ

場
も
増
加
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

岩
谷
マ
テ
リ
ア
ル
で
は
、
薄
手
（
0
・
０

2
㎜
厚
）
で
あ
り
な
が
ら
、
気
体
を
ほ
と
ん

ど
通
さ
な
い
難
透
過
性
フ
ィ
ル
ム
「
ハ
イ
バ

リ
ア
ー
」
を
商
品
化
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

実
力
を
、
全
国
各
地
の
テ
ス
ト
結
果
を
も
と

に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
ハ
イ
バ
リ
ア
ー
」
の
性
能
検
証
①

抜
群
の
ガ
ス
バ
リ
ア
ー
性
能

　

マ
ル
チ
畝
内
処
理
な
ど
で
比
較
的
よ
く
利

用
さ
れ
て
い
る
0
・
０
2
㎜
・
0
・
０
3
㎜

厚
の
「
農
ポ
リ
」
と
「
ハ
イ
バ
リ
ア
ー
」
の

0
・
０
2
㎜
厚
と
を
比
較
す
る
た
め
、
ク
ロ

ル
ピ
ク
リ
ン
の
フ
ィ
ル
ム
透
過
量
を
測
定
し

ま
し
た
（
写
真
１
・
第
１
図
）。

　

フ
ィ
ル
ム
を
透
過
し
て
揮
散
し
て
い
く
農

ポ
リ
に
対
し
、「
ハ
イ
バ
リ
ア
ー
」
は
ほ
と
ん

ど
透
過
し
て
い
ま
せ
ん
。
土
壌
消
毒
剤
は
、

そ
の
多
く
が
劇
薬
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

第１図 「ハイバリアー」とポリエチレンフィルムとによる
クロルピクリンのフィルム透過量の測定データ
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↑0.02㎜厚と薄手のハイバリアーで機械展張
　とマルチ畝内処理が可能に !

※ハイバリアーの効果は、条件によって差が出る場合があります。52　2012 タキイ最前線 秋号

第３図　サツマイモ「鳴門金時」農ポリ（PE）使用時と「ハイバリアー」使用時の比較
農ポリ　0.03㎜厚使用区             0.02㎜厚使用区

収穫物の違い

10ａ当たり収量（㎏） 1400 2466
秀品率（％） 10.6 74.6
病害発生率（％） 80.9 1.4
※両区ともに、クロルピクリン30ℓ／10aを使用

れ
ら
の
揮
散
を
防
ぐ
こ
と
は
、
周
辺
地
域
の

環
境
や
、
作
業
者
自
身
の
安
全
に
も
配
慮
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
率
先
し
て
普
及
さ
せ

る
べ
き
作
業
形
態
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

「
ハ
イ
バ
リ
ア
ー
」
の
性
能
検
証
②

消
毒
剤
の
保
持
能
力

　

フ
ィ
ル
ム
内
部
の
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
濃
度

の
推
移
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、「
ハ
イ
バ
リ
ア

ー
」
を
使
用
し
た
部
分
の
濃
度
が
大
幅
に
高

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た

（
写
真
２
・
第
２
図
）。

　

土
壌
消
毒
剤
の
揮
散
を
防
ぎ
濃
度
を
高
く

保
つ
こ
と
で
、
消
毒
剤
の
大
幅
な
効
果
の
向

上
が
期
待
で
き
ま
す
。

「
ハ
イ
バ
リ
ア
ー
」
の
性
能
検
証
③

徳
島
県「
鳴
門
金
時
」で

大
幅
な
増
収
効
果

「
ハ
イ
バ
リ
ア
ー
」
は
、
抜
群
の
ガ
ス
バ
リ

ア
ー
性
能
を
も
ち
な
が
ら
、
0
・
０
2
㎜
厚

と
い
う
大
変
薄
手
の
フ
ィ
ル
ム
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
機
械
展
張
が
可
能
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
は
難
し
か
っ
た
マ
ル
チ
畝

内
処
理
（
土
壌
消
毒
に
使
用
し
た
フ
ィ
ル
ム

を
そ
の
ま
ま
マ
ル
チ
と
し
て
使
用
す
る
）
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
写
真

３
）。

　

徳
島
県
の
「
鳴
門
金
時
」
産
地
は
、
長
年

の
連
作
に
よ
り
消
毒
効
果
が
得
に
く
く
な
っ

た
圃
場
が
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
が
、「
ハ
イ

バ
リ
ア
ー
」
使
用
に
よ
り
、
大
幅
な
改
善
が

見
ら
れ
ま
し
た
（
第
３
図
）。

　

病
害
率
80
％
の
畑
か
ら
秀
品
率
74
％
へ
の

劇
的
な
改
善
は
、
当
社
の
予
想
を
超
え
る
も

の
で
し
た
。

「
ハ
イ
バ
リ
ア
ー
」
使
用
上
の

注
意
点

　

従
来
の
農
ポ
リ
・
農
ビ
と
比
べ
て
格
段
に

ガ
ス
バ
リ
ア
ー
性
能
が
高
く
、
使
用
条
件
に

よ
っ
て
は
、
土
壌
消
毒
剤
の
残
留
に
よ
る
不

具
合
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
に

冬
季
な
ど
揮
散
し
に
く
い
時
期
は
要
注
意
で
、

ガ
ス
抜
き
の
期
間
を
通
常
よ
り
長
く
す
る
な

ど
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

　

従
来
の
農
ポ
リ
な
ど
と
は
、
ガ
ス
バ
リ
ア

ー
性
能
が
大
き
く
違
う
点
を
認
識
し
、
正
し

く
ご
使
用
い
た
だ
け
れ
ば
環
境
と
安
全
に
よ

り
配
慮
し
た
農
業
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
ハ
イ
バ
リ
ア
ー
」
の
使
用
に
よ
り
、

消
毒
効
果
が
上
昇
す
る
こ
と
で
こ
れ
ま
で
解

決
で
き
な
か
っ
た
病
害
が
改
善
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
多
く
の
方
に
ご
使
用
い
た
だ
き
、
農

業
の
発
展
に
多
少
な
り
と
も
貢
献
で
き
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。

「大和イモ」の消毒効果を上げるため、
農ポリの厚みを上げる方が増えていま
すが、ハイバリアーを使用したところ、
薄手にもかかわらず土壌消毒剤の臭い
で保持効果の違いを実感。収量も増え
ました。

ユーストマの栽培では、青枯れにより
土壌消毒剤の使用量が増加していまし
たが、ハイバリアーを使用したところ、
薬量を半減できました。もともと0.05
㎜厚の農ポリを使用していたため、
0.02㎜厚のハイバリアーであれば、資
材費のコストも多少の増加ですみまし
た。

スイカの後作でトマトを栽培していま
すが、スイカの残さ（根）に潜むセン
チュウを消毒しきれず、トマトのセン
チュウ被害が深刻でした。そこでハイ
バリアーを使用したところ、スイカの
根部分からもセンチュウが検出されず
トマトの病害が防げました。

「　　　　　　　」を使われたお客様の声
①千葉県 ②茨城県 ③千葉県

「　　　　　　　」を使われたお客様の

写真３　


